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哺乳類様爬虫類に見られる側頭窓の6タイプ

伊藤恵夫器

その子孫である「哺乳類」 （図2上段右）の頭蓋では，

後眼窩骨が消失して側頭窓が眼窩とつながってしまっ

ている。この単弓類のタイプ°から哺乳類のタイプへの

移行は， どのような段階を経て変化していったのだろ

うか。この疑問を解決するための基礎的研究の一部と

して，今回はRomer(1945, 1956, 1966)にある単弓

類の頭蓋の図版すべてについて，側頭窓と後眼窩骨・

鱗状骨との関係を調べ，図1のようなタイプ°別のシェ

ーマを描くことにした。

1． はじめに

爬虫類（綱）は，側頭窓の有無と数，及びそれを取

り囲むいくつかの骨との相対的な位置によって，いく

つかのグループに分類される。Romer (1945)は爬虫

類の頭蓋を，側頭窓と後眼窩骨・鱗状骨との関係によ

って4つのタイプに分け， 5つの亜綱に分類した。そ

のうちの単弓類，いわゆる哺乳類様爬虫類（以下，単

弓類と呼ぶ）は，側頭窓の上で後眼窩骨と鱗状骨が接

しているタイプであるが, Romer(1945, 1956, 1966)

にある単弓類の頭蓋の図版について，側頭窓と後眼窩

骨・鱗状骨との関係を調べたところ，上記の典型的な

単弓類のタイプ｡以外にも5つの異なるタイプがあるこ

とがわかった。以下にその経緯を述べ，その6つのタ

イプのシェーマを示すことにする。

3．単弓類の側頭窓

Romer (1945, 1956, 1966)には，それぞれ単弓類

の頭蓋の美しい図版が豊富に掲載されている。それら

のうち，側頭窓とそれを取り囲む骨が観察できる頭蓋

の側面図は,Romer(1945) 11属, Romer(1956) :

16",Romer(1966) : 15属であるが，同じ属のものを

取り除くと合計19の属の図があることになる。これら

すべての図版について，側頭窓と後眼窩骨・鱗状骨と

の関係を調べたところ， 6つのタイプ・があることがわ

かった(図3)。これらを仮にタイプ°1， タイプ°2， タ

イプ°3……，タイプ．6とし,Romer(1945, 1956, 1966)

に描かれた19属のうち，それぞれに含まれる属をあげ

ると，下記のようになる。

タイプ°1．後眼窩骨と鱗状骨が側頭窓の上で接する。

C"'JO7伽加〃"s, DiCy"o"",D""ﾉ･odO",

E血"os"","s, G"e"s, Lycos"cIzzzs,

“〃"""2", Pﾙﾉ吻加0s"c""s, T""20･

メ)"0"g"s 9属

2．爬虫類の側頭窓

爬虫類を初めて側頭窓という形質によって分類した

のはWilliston(1917)である(Kuhn-Schnyder,

1980)。彼は爬虫綱を無弓亜綱(Anapsida),単弓亜綱

(Synapsida),側弓亜綱(Parapsida),双弓亜綱(Diap.

sida)の4つの亜綱に分類したが,Romer (1945)は

同様な4つのタイプの頭蓋をシェーマとして示した

(図1)。このシェーマには側頭窓とそれを取り囲む骨

との関係が非常にわかりやすく描かれており， これを

描き直したのではないかと思われる図も他の著者によ

る一般書や専門書など数多くの文献中(Smith, 1960 ;

Torrey, 1962 ;Kent, 1978 ;Starck, 1979 :

Alexander, 1981 ;KermackandKermack, 1984 ;

Hildebrand, 1988 ;Chaline, 1990)に見いだすことが

できる。

Jollie(1973)は同様のシェーマを用いて，無弓類か

ら他の爬虫類や鳥類，哺乳類へ至るまでの系統を図示

している（図2)。図2上段中央の「単弓類」について

いえば，上側頭骨(st) ･板状骨(t) ･後頭頂骨(pp)

が存在するという点で図1－Bとは異なっているが，

側頭窓の上で後眼窩骨(po) と鱗状骨(sq)が接する

タイプ･の頭蓋であることには変わりはない。ところが

蕊

爬虫類の側頭窓(Romer, 1945より）

A無弓縦型B単弓類lW!C側弓獺梨

D双弓類猟

図1
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図2 爬虫航の側頭窓(Jollie. 1973より）

タイプ°2 後眼窩骨と鱗状骨が側頭窓の下で接する。

Cy"Qg"α仇MS,〃"舵?” 2属

後眼窩骨と鱗状骨が側頭窓の上下で接する。

DG"〃伽"""伽/s, Sbり""":""肋"S,

〔"修加0s““<s 3属

後眼窩骨と鱗状骨が側頭窓によって分離さ

れる。

rｿ""(zxo"" 1属

後眼窩骨が頬骨から遊離して眼窩と側頭窓

がつながる。

azz"" 1属

後眼窩骨が消失する。

B""0娩9噸"n,D血？城7ng7""Zzfs, Oﾉ電ひﾙy-
"zfs 3属

タイプ31

Sq

タイプ°4．
タイプI タイプ2

タイプ°5

タイプ6
タイプ3 タイプ4

4．側頭窓のタイプとRomerの分類

タイプ°1はRolnerが単弓類の典型としてあげたも

ので，後眼窩骨と鱗状骨が側頭窓の上で接しているタ

イプである。Romer(1945, 1956, 1966)に描かれた

単弓類19属のうち, 9つの属がこのタイプであった。

単弓類は盤竜類(pelycosaurs)と獣弓類(therapsids)

に分けられるが，上に述べた19属のうち盤竜類に含ま

れる全ての属(Cb〃んがuﾉ"c〃"s､D"2g""db" (図4),

タイプ5 タイプ6

図3 単弓類の側頭窓

po:後ll艮禰骨

sq;鱗状骨
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図10 B""" 図11 B泥"o"e"""1

図4～7， 9， 10はRomer (1945),図8はRomel･ (1956),図11はRomer(1966) Jg l)
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ある。

今回は，単弓類内の系統と頭蓋のタイプとの関係を

調べることはしなかったが，今後の課題としたい。

尚，図3のシェーマは東京芸術大学美術解剖学研究

室の松平幸己さんに描いていただいた。心からお礼を

申し上げる。

Et"""os"""s.の伽ね"db")がこのタイプであった。

タイプ°2はRomerが側弓類としてあげたものと同

じで，後眼窩骨と蕊状骨が側頭窓の下で接して、､るタ

イプである。Romer (1945)は首長竜や魚竜などを側

弓類としているが，代表的単弓類として有名な

Q'"Qgwz""zfs(図5)が首長竜などと同じタイプの頭蓋

をもっていることは驚きである。

タイプ3以降は, Romer (1945)のンエーマのどれ

にも当てはまらない。タイプ°3は後眼窩骨と鱗状骨が

側頭窓の上下で接している。つまり，側頭窓が後眼窩

骨と鱗状骨によって囲まれているタイプで,Deノー

'"zqg"α仇z綿（図6)がこの典型的なものである｡し

かし，恥'加泥"""ﾙ"s (図7)の場合，側面図ではタ

イプ1である力･のように見えるが上面図をよく見てみ

ると頬骨(j)の内側で後眼窩骨と鱗状骨が接している

ので,結果的にこのタイプに属することになる｡Smith

(1960)は，爬虫類の側頭窓を，その位置によってsu‐

pratemporalfossa(上側頭窩)と, infratemporalfossa

(下側頭窩)に分けているが， このタイプの場合は何と

称するべきなのであろうか。

タイプ4は，後眼窩骨と鱗状骨が側頭窓によって分

離されている。 Z狗流"zzmdb"(図8)がこのタイプであ

る。余談になるが．現生のスッポン(乃勿池獅） （図9）

は側頭窓がないグループである無弓類に属しているが，

少なくとも見かけの上ではこのタイプ。に含まれること

になる。

タイプ°5は，後眼窩骨が頬骨から遊離して眼窟と側

頭窓がつながるタイプ°で,B""ね（図10)などが含ま

れる。

タイプ6は後眼窟骨が消失しているタイプで，図2

に示したJollie(1973)の「哺乳類」と同じものである

が，単弓類の中にもこのタイプ°に含まれるものがある

ことは注意を要する。ここでは,Big"o"zg""伽(図11)

の図をとりあげた。
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5° まとめ

Romer (1945)のシェーマ（図1)では，単弓類型

の頭蓋は後眼窩骨と鱗状骨が側頭窓の上で接するタイ

プしか示されていないが，上に述べてきたように

Romer (1945, 1956, 1966)に描かれた単弓類の頭蓋

には， 6つのタイプがあることがわかった。このこと

は側頭窓という形質のみによって爬虫類を分類するこ

との危険性を示している。つまり，図1のシェーマは

それぞれの典型的なタイプ°だけを示しているのである

から，これを機械的に判断し，分類してはいけないと

いうことである。たとえば，図5に示したCy"Qg"α肋－

2鱈を側頭窓という形質だけで分類しようとすると，首

長竜や魚竜などと同じグループ°になってしまうからで
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